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抗生剤によるセンノシ ドAの下剤活性消失に対する大黄甘草湯成分の効果
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【目的】腸内細菌により代謝されて下剤活性を示すセンノシ ドA (SA)は,ア

ンピシリン(ABPC)やミノサイクリンなどの抗生剤によって下剤活性が消失する.

一方で,大黄甘草湯 (DKT)は,SA単独と比べ抗生剤の影響を受けにくい傾向が

認められた.そこで,抗生剤によるSAの下剤活性消失に対するDKT成分の効果

を検討 した.

【方法】ABPC (25mg/kg/day)を粉末飼料に混合し,6日間摂取させた ddY
系雄性マウスを用いて以下の実験を行った.[腸内代謝実験]マウスの新鮮な糞便

を 0.01M リン酸緩衝液でホモジナイズし,SAを含む試料を添加 し嫌気的条件下

37℃で4時間インキュベ- トした.反応混液に0.425%リン酸含有メタノールを添

加 し遠心分離後,ろ過 した上清をHPLC分析しSA代謝率を算出した.[下剤活性

試験]ABPC摂取6日目のマウスにSAを含む試料を経口投与後,1時間毎8時間

にわたり糞便の状態を観察し,スコア化して下剤活性を判定した.

【結果 ･考察】 ABPC摂取によって SA単独では完全にSA代謝が抑制を受け

る条件下において,DKTのSA代謝は2日目から回復傾向を示した.そこで,SA

の代謝促進物質であるrhein8-αβD-glucopyranoside(RG)ならびにリクイリチ

ン添加群においてSA代謝を検討した結果,SA+RG添加群は2日目から回復 し,

6日目には代謝抑制は認められなくなった.下剤活性試験において,SA投与群は

下剤活性を消失したが,DKT投与群ならびにSA+RG投与群は有意な下剤活性を

示した.以上の結果から,DKTはABPCと併用可能なことが示唆され,その下剤

活性にRGが深く関与していることが明らかとなった.


